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山口県教育会現職研修奨励事業 令和４年度学校研修概要

専科型授業の推進をはじめとした

学力向上に向けた総合的・組織的な取組
光市立島田小学校

１ はじめに

本校は、今年度より５・６年算数を専科型とし、系統的手法により学力向上を図る

仕組みを構築してきた。教科担当として、昨年度まで中学校数学の教鞭をとっていた

教員があたることで、中学校までを見据えた学習を行うことができ、小中教員が参加

する小中一貫教育推進のための研修会においても、授業の公開を幾度となく行ってき

たところである。

さらに、中学校区で独自作成した「島田川っ子スキルアッププリント」を小中共通

利用することで課題も浮き彫りとなり、現在、重点的に課題克服のための学習を行っ

ている。また、朝学習への地域人材の活用（「朝学チャレンジ」と命名）や、朝学で

分からなかったところを放課後に学習できる夕学（「放課後チャレンジ」と命名）を

行ったところ、多い日には該当クラスの半分近くの児童が学習するなど「分かりたい」

意欲が目に見えて向上してきている。これらも、学力向上担当の他、管理職・教務主

任をはじめ教職員が協力して行っており、成果を来年度につなげる体制づくりを進め

ているところである。以下に詳しく紹介する。

２ 研究の視点

①小中一貫教育（中期：小学５年生～中学１年生）の算数授業における系統的学習

②中学校区（１中４小）における課題共有と協働的取組

③地域人材の活用

④家庭との連携

３ 研究の具体

①小中一貫教育（中期：小学５年生～

中学１年生）の算数授業における系

統的学習

●専科教員による６学年算数「比例と

反比例」授業

＜ねらい＞

中学校数学のイメージを聞くと、難し

そうでついていけるか不安に思っている

児童もいる。そこで、本時の後半では、

中学１年の比例の利用での問題に挑戦し

たり、比例とは違うグラフからどのよう

な場面かを読み取ったりする学習活動を

取り入れた。中学校での学習でも、本時

のようにグラフから条件を読み取ること

で問題解決できることを伝え、難しいと

いうイメージを少しでも払拭できるよう

に授業を仕組んでいる。

＜成果＞

「中学校の問題は小学校で習ったことを使ってできることがわかった。」など、数

学へのつながりや今の学習の大切さなどを実感することで、児童がイメージする数学

のハードルを下げることができ、今後の学習に期待感を持つことができたと思う。
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②中学校区（１中４小）における課題共有と協働的取組

●中学校区（島田川学園）作成の計算プリント活用

島田川学園では、昨年度に独自作成

した計算スキルアッププリントを活用。

結果を中学校に集約して課題点の共有

を行っている。その結果をもとに、現

在では、月曜日の６校時に「スキルア

ップ」タイムを設け、下学年の教員も

５・６年教室で学力向上を図っている。

③地域人材の活用

●朝学・放課後チャレンジの取組

本校では、火・木・金に朝学習を行

っている。特に「基礎基本」に取り組

む曜日には、担

任以外の教職員

も入り、学習支

援 を 行 っ て い

る。（「朝学チャ

レンジ」と呼ん

でいる。さらに、

５・６年生に関しては、火・木の放課後

に「放課後チャレンジ」の時間を設け、

算数問題において朝学でわからなかった

ところなどを図書室で学習。ここにも担

任以外の教員も入り、支援を行っている。

加えて、５年生の朝学チャレンジには試

行的に地域人材に協力を願い、丸付けを

行ってもらうことで、さらに学習効果を上げている。「課

題を課題のままとしない」ことで「分かる」につなが

り、子どもの学習意欲が向上している。

④家庭との連携

●「家庭学習の手引き」作成

本校では、島田小学校学校運営協議会と連名で「家

庭学習の手引き」を見直し、来年度より運用する。

島田川学園においても「家庭学習」を

テーマに「こどもサミット」を開くなど、

児童・生徒主体の取組も始まっている。

４ おわりに

以上のような取組を、専科型教員（学力

向上担当）を中核として組織的に行ってい

る。いずれも、中学校数学科の教員として

小中一貫教育推進を進めてきた本教諭が中学校とのかけ橋となり、課題の共有から

組織的動きの協働につながってきたことの成果は大きいと感じる。併せて、地域・

保護者との有意義な連携により、来年度もさらに取組を進めていきたい。


